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ひとりで悩まず話してみませんか

自殺予防を願って

北海道いのちの電話
24時間：011-231-4343
ナビダイヤル：0570-783-556

フリーダイヤル毎月10日（午前8時〜翌日8時）

0120-738-556
ファックス相談（聴覚・言語に障がいのある方）

011-219-3144

この広報は赤い羽根共同募金の助成金を受けて作成しています

今後も一層のご支援をお願いします
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　「北海道いのちの電話」は昨年1月25日で 35周年を迎えました。今号はその歩みを振り
返り、これからどう進むかを考える特集としました。
　発足時、1台の電話で1日9時間の対応でしたが、今は3台、24時間体制です。ボラン
ティアの相談員も55人から197人となり、2011年 3月11日の東日本大震災の直後から3
年間開設した「震災ダイヤル」にも対応することができました。
　この間、運営資金を援助してくださる団体、企業、個人の方も多く、まさに“支え、支え
られる35年”でした。心からお礼を申し上げます。
　14年間も3万人台を記録していた全国の自殺者は、2012年から2万人台となり、北海道
でも2009年から減少、昨年は1,151人でした。
　「でも、まだ毎日3人以上の方が命を絶っています。私たちいのちの電話の活動が悲しい数
字をさらに減らすことに役立つよう願っています」ある相談員が 2月の私たちの会報に寄せ
た思いです。
　まだまだ活動の歩みを止めるわけにいかない。私たちスタッフ、相談員全員が心からそう
願って、今日も受話器から聞こえる一人一人の声と向きあっています。どうか引き続き、道民
の皆さまのご支援をお願い致します。

社会福祉法人　北海道いのちの電話　理事長　南　槇子

おかげさまで35周年

■北海道いのちの電話の開設：1979年を振り返って
　北海道いのちの電話がスタートした1979年は様々な出来事がありましたが、10代の自殺者が
919人（警察庁）と近年で最も多い年でした。2013年の 10代の自殺者が547人で、実数だ
けで比較すると1.7 倍にもなります。2月に、小中高生の自殺増加により文部省（当時）から自殺
防止対策の通達が出され、9月には、いじめによる子どもの自殺事件が最初に報道されました。今
からみると、子どもの自殺に着目された年と言えるでしょう。
　世界に目を向けると、1979年は国際児童年で、日本でのテーマ曲「ビューティフルネーム」の
音楽が街中に流れました。12月には、マザーテレサがノーベル平和賞を受賞しています。
　その後に来日したマザーテレサは、次の有名な言葉を残しています。
　「日本は物質的に豊かな国です。しかし、街を歩いて気がついたのは、日本の多くの人は弱い人、

貧しい人に無関心です。物質的に貧しい人は他の貧しい人を助けます。精神的には大変豊かな人た
ちです。物質的に豊かな多くの人は他人に無関心です。精神的に貧しい人たちです。愛の反対は憎
しみと思うかもしれませんが、実は無関心なのです。憎む対象にすらならない無関心なのです」
　この言葉を聞いて、人々は日本の物質的な豊かさが無関心をもたらし、精神的に貧しくなってい
たことに気づかされたのではないでしょうか。
　当時と比べて、現在の日本はどうなったでしょう。一見豊かに見える日本ですが、貧富の社会的
格差が広がっているのが現実です。当時は見られなかった携帯電話やインターネットが社会の隅々
にまで広がっていて、様々な不特定多数の結びつきがみられますが、一方で、人々のこころの貧困
が深まって、さらなる孤立や孤独が増えているような気がしてなりません。

　1979年からの全国の自殺者数の
グラフから推移をみると、83 年と
86年に25,000人を超えています。

北海道いのちの電話は、1987年 6月1日から24時間体制の電話相談を開始しています。
　バブル崩壊後に経済的激震が日本を襲い、1998年から自殺者が年間3万人を超えるようにな
り、2001年 12月から、日本いのちの電話連盟によるフリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」
が開始されました。また、2011年 3月の東日本大震災を機に、同連盟による「いのちの電話震
災ダイヤル」が開始され、2013年 9月まで続けられました。自殺者は14年もの間3万人を超
えていましたが、2012年からは3万人を下回っており、昨年まで3年連続で減少しています。

■開設以降の統計推移

■北海道いのちの電話のこれから
　開設当時と比べると、現在は多種多様な相談電話が開設されていますが、いのちの電話は鳴り止
むことがありません。
　「北海道いのちの電話」はそれぞれの時代に寄り添って電話を受け続けて今日に至りますが、35
周年を機に、多くの電話を受けるための相談員の増員、さらなる相談員のレベルアップ、適切な関
係機関への紹介や自殺防止対策の推進など、私たちのあり方についてさらに深く考えていかなけれ
ばならないと思っています。
　そのためには運営する資金をどのように確保するかが大きな課題です。すでにご支援していただ
いている方のご協力により、新たな支援者を紹介していただくほか、企業・団体の協力を得てすそ
野を広げていくことが必要であると考えています。

　全国のいのちの電話49センターの相談総件数は2013年で756,537件にのぼりました。
　北海道いのちの電話は、発足時の1979年に3,584件の相談を受け、2013年は19,679件と
5.5倍に増えました。相談員数も当時55人でしたが、現在は197人で3.6倍になっています。

　相談内容は、発足時からの10年間と2013年を比較すると大きく異なっています。
　「人生」がともに最大であることに変わりはありませんが、その次に多いのは、以前の「男女、
性、夫婦」などから、「精神・身体」へと変わっています。
　2013年は「人生」と「精神・身体」だけで全体の半数を占め、他者との関係よりも、病状を含
めた自分自身の相談が増えていることが分かります。

　北海道いのちの電話の発足時は、多くの子
どもから電話がかかってきていました。
1979 年は 10 代からの電話が相談件数の
25.6％を占めました。
　2013 年の 10 代の割合は 2.8％であり、
20 代で 12.3％、30 〜 50 代で 70.8％、
60、70代で10.4％を占めています。

訂 正
昨年11月末発行のNo.122前文に「統合依存症」とあるの
は「統合失調症」の誤りでした。お詫びして訂正します。
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　この間、運営資金を援助してくださる団体、企業、個人の方も多く、まさに“支え、支え
られる35年”でした。心からお礼を申し上げます。
　14年間も3万人台を記録していた全国の自殺者は、2012年から2万人台となり、北海道
でも2009年から減少、昨年は1,151人でした。
　「でも、まだ毎日3人以上の方が命を絶っています。私たちいのちの電話の活動が悲しい数
字をさらに減らすことに役立つよう願っています」ある相談員が 2月の私たちの会報に寄せ
た思いです。
　まだまだ活動の歩みを止めるわけにいかない。私たちスタッフ、相談員全員が心からそう
願って、今日も受話器から聞こえる一人一人の声と向きあっています。どうか引き続き、道民
の皆さまのご支援をお願い致します。

社会福祉法人　北海道いのちの電話　理事長　南　槇子

おかげさまで35周年

■北海道いのちの電話の開設：1979年を振り返って
　北海道いのちの電話がスタートした1979年は様々な出来事がありましたが、10代の自殺者が
919人（警察庁）と近年で最も多い年でした。2013年の 10代の自殺者が547人で、実数だ
けで比較すると1.7 倍にもなります。2月に、小中高生の自殺増加により文部省（当時）から自殺
防止対策の通達が出され、9月には、いじめによる子どもの自殺事件が最初に報道されました。今
からみると、子どもの自殺に着目された年と言えるでしょう。
　世界に目を向けると、1979年は国際児童年で、日本でのテーマ曲「ビューティフルネーム」の
音楽が街中に流れました。12月には、マザーテレサがノーベル平和賞を受賞しています。
　その後に来日したマザーテレサは、次の有名な言葉を残しています。
　「日本は物質的に豊かな国です。しかし、街を歩いて気がついたのは、日本の多くの人は弱い人、

貧しい人に無関心です。物質的に貧しい人は他の貧しい人を助けます。精神的には大変豊かな人た
ちです。物質的に豊かな多くの人は他人に無関心です。精神的に貧しい人たちです。愛の反対は憎
しみと思うかもしれませんが、実は無関心なのです。憎む対象にすらならない無関心なのです」
　この言葉を聞いて、人々は日本の物質的な豊かさが無関心をもたらし、精神的に貧しくなってい
たことに気づかされたのではないでしょうか。
　当時と比べて、現在の日本はどうなったでしょう。一見豊かに見える日本ですが、貧富の社会的
格差が広がっているのが現実です。当時は見られなかった携帯電話やインターネットが社会の隅々
にまで広がっていて、様々な不特定多数の結びつきがみられますが、一方で、人々のこころの貧困
が深まって、さらなる孤立や孤独が増えているような気がしてなりません。

　1979年からの全国の自殺者数の
グラフから推移をみると、83 年と
86年に25,000人を超えています。

北海道いのちの電話は、1987年 6月1日から24時間体制の電話相談を開始しています。
　バブル崩壊後に経済的激震が日本を襲い、1998年から自殺者が年間3万人を超えるようにな
り、2001年 12月から、日本いのちの電話連盟によるフリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」
が開始されました。また、2011年 3月の東日本大震災を機に、同連盟による「いのちの電話震
災ダイヤル」が開始され、2013年 9月まで続けられました。自殺者は14年もの間3万人を超
えていましたが、2012年からは3万人を下回っており、昨年まで3年連続で減少しています。

■開設以降の統計推移

■北海道いのちの電話のこれから
　開設当時と比べると、現在は多種多様な相談電話が開設されていますが、いのちの電話は鳴り止
むことがありません。
　「北海道いのちの電話」はそれぞれの時代に寄り添って電話を受け続けて今日に至りますが、35
周年を機に、多くの電話を受けるための相談員の増員、さらなる相談員のレベルアップ、適切な関
係機関への紹介や自殺防止対策の推進など、私たちのあり方についてさらに深く考えていかなけれ
ばならないと思っています。
　そのためには運営する資金をどのように確保するかが大きな課題です。すでにご支援していただ
いている方のご協力により、新たな支援者を紹介していただくほか、企業・団体の協力を得てすそ
野を広げていくことが必要であると考えています。

　全国のいのちの電話49センターの相談総件数は2013年で756,537件にのぼりました。
　北海道いのちの電話は、発足時の1979年に3,584件の相談を受け、2013年は19,679件と
5.5倍に増えました。相談員数も当時55人でしたが、現在は197人で3.6倍になっています。

　相談内容は、発足時からの10年間と2013年を比較すると大きく異なっています。
　「人生」がともに最大であることに変わりはありませんが、その次に多いのは、以前の「男女、
性、夫婦」などから、「精神・身体」へと変わっています。
　2013年は「人生」と「精神・身体」だけで全体の半数を占め、他者との関係よりも、病状を含
めた自分自身の相談が増えていることが分かります。

　北海道いのちの電話の発足時は、多くの子
どもから電話がかかってきていました。
1979 年は 10 代からの電話が相談件数の
25.6％を占めました。
　2013 年の 10 代の割合は 2.8％であり、
20 代で 12.3％、30 〜 50 代で 70.8％、
60、70代で10.4％を占めています。

訂 正
昨年11月末発行のNo.122前文に「統合依存症」とあるの
は「統合失調症」の誤りでした。お詫びして訂正します。
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引き続きご支援をお願いします。銀行振り込み、郵便振替ご利用
の場合、下記口座番号へお願いします。

口座名「北海道いのちの電話」
北洋銀行本店営業部　普通028-0238134

北海道銀行本店　　　普通101-0604497

札幌信用金庫本店　　普通   01-6116682

北海道労働金庫本店　普通012-4692543

郵便振替口座番号　　02770-9-2444　　

引き続きご支援をお願いします。銀行振り込み、郵便振替ご利用
の場合、下記口座番号へお願いします。

口座名「北海道いのちの電話」
北洋銀行本店営業部　普通028-0238134

北海道銀行本店　　　普通101-0604497

札幌信用金庫本店　　普通   01-6116682

北海道労働金庫本店　普通012-4692543

郵便振替口座番号　　02770-9-2444　　

募金箱

イーコット・カフェ

財）さっぽろ健康スポーツ財団

室蘭工業大学生協社会福祉法人	 北海道いのちの電話（開局1979年1月）
	 事務局　〒060−8693  札幌中央郵便局私書箱107
	 TEL  011−251−6464　FAX 011−221−9095
	 URL  http://www.inochi-tel.com/

発行人　南　　槇子
編集人　広報委員会

　2015年 1月 24日（土）に記念フェスタが催され、相談員約70人が参加して盛大に行われま
した。日頃は電話相談の現場や互いの資質向上のための研修会で、やや緊張する雰囲気の中で顔を
合わせることも多い相談員同士ですが、この日ばかりは、リラックスした雰囲
気の中で、お昼を挟み、いろいろな話題に花を咲かせ、楽しく有意義な時間を
過ごすことが出来ました。
　フェスタの目玉は、相談員の有志が心を込め
て作った料理の数々で、スパイシーなスープカ
レーに「美味しい」「素晴らしい」という声が
多く聞かれました。また、手作り雑貨のバザー、
ビンゴゲームも開催されて盛会裡に幕を閉じ、
参加者から「ぜひ、毎年開催して欲しい」とい
う希望もありました。

手作りのメニュー表。和や
かな雰囲気が伝わってくる

美味しそうな手料理の数々

　2014年 11月 13〜 15日の日程で、安中市磯部ガーデンを会場に大会が開催され、「連なる
やまなみ　響きあういのち」のテーマに基づいた講演、分科会、シンポジウムなどが行われました。
北海道いのちの電話からも10人の相談員が参加し、それぞれ研鑽を深めました。特に、「自然と共
に生きる」「自然と向き合い、自然を感じながら生きていく」といった開催地の豊かな自然を活かし
た講演や分科会について、「普段都心部に住んでいては気づかないことを学んだ」という声が多く、
とても有意義な大会でした。

ご支援ありがとうございます
　2014 年 11 月 1日～ 2015 年 2 月 28 日の間に次の方々からご支援をいただきました。ご厚志は 24 時間眠
らぬダイヤル活動の貴重な資金として使わせていただきます。
　銀行、郵便局からの振り込みの場合入金まで若干時間がかかり、この期間からずれることがあります。そ
の時は次号でお名前を掲載させていただきます。また銀行振り込みの方のお名前はカタカナのままとなり、
個人情報保護のため住所の確認ができず領収書をお送りできません。あわせてご了承願います。
　お名前の記載漏れや誤記がありましたらお許し下さい。お気付きの場合、恐縮ですがご連絡をお願いします。

＊�このご寄付には所得税、道・市民税に関して寄付金控除が適用されます（必要な方は領収書をご請求ください）。

〒 060-8693　社会福祉法人　北海道いのちの電話　理事長　南　槇子
札幌市中央郵便局私書箱 107 北海道いのちの電話事務局
事務局電話 011-251-6464　　FAX 011-221-9095

●世界自殺予防デー周知活動
　「ナイトdeライト」コンサート�
� （2015年 9月10日）

●いのちの電話「東日本広報担当者会議・札幌会議」
� （2015年 10月 9〜10日）

●大平まゆみコンサート（2015年 12月 6日）

●厚生労働省補助事業「市民公開講座」（期日未定）

講座定員 	 30 人。資格は、20歳以上で、相談員として深夜帯も担当できる方です。
	 ※いのちの電話相談員になるためには養成講座を修了し、相談員としての認定を受けることが必要です。

選　　考 	 1 次「書類選考」※書類選考の結果は応募者全員に通知します。
	 2 次「面接」※2次選考に進まれる方には、面接場所、日時をお知らせします。

研修期間 	 前期　2015年 7月〜2016年 4月（講義・体験学習）、後期　2016年 5月〜2017年 3月（実習）
	 毎週火曜日18：45〜 21：00（2時間15分、時間帯変更あり）
研修費用 	 40,000円（前期・後期2回の分割納入）　その他宿泊研修費実費
応募締切 	 2015年 4月 30日（当日消印有効）

詳しくはホームページをご覧ください。http://www.inochi-tel.com/

イ 予ベ 定ン ト
事務局日誌

（2014年11月1日〜2015年2月28日）

11月  8日（土）	研修委員会
13日（木）	～ 15日（土）相談員全国研修
	 ぐんま大会
25日（火）	広報122号発送

12月  6日（土）	相談員全体研修
13日（土）	研修委員会
20日（土）	大平まゆみコンサート

  1月10日（土）	研修委員会
24日（土）	35周年記念「HIDフェスタ35」
	 運営会議

  2月  7日（土）	全体研修
28日（土）	運営会議

団体からのご寄付

有限会社フジワ／麻生明星幼稚園／いのちの電話　ドリーム／岩内幼稚園／ウエスレアン・ホーリネス教団　札幌新生教会／おとなし眼科
医院／カトリック　北 11 条教会／カトリック　円山教会／札幌北高 11 期ゴルフ会／札幌市職員共済組合／札幌市　総務局　行政部有志一
同／札幌市市民まちづくり局地域振興部　区政課／札幌市やよい会ゴルフ部会／札幌独立キリスト教会／㈲必成商会　取締役社長佐野　
美幸／司法書士ほしおき駅前通事務所／燈台の聖母　トラピスト修道院／殉教者聖ゲオルギオのフランシスコ修道会／昌志会／聖ベネディ
クト女子修道院／千歳栄光学園　千歳第 2 幼稚園／治療院　スマイル／天使の聖母　トラピスチヌ修道院／とわの森三愛高等学校　生徒・

教職員一同／日本聖公会　札幌キリスト教会婦人会／日本聖公会　札幌キリスト教会／日本福音ルーテル教会北海道特別教区　女性の会
／平林メンタルクリニック／北星学園女子中学高等学校同窓会／北海道精神神経科診療所協会／マリアの宣教者フランシスコ修道会　札幌
修道院／社会福祉法人　みなみ会／稚内ひかり幼稚園／医法）カタツムリ　江別こころのクリニック／医法）荒木病院／医法）耕仁会　札幌太
田病院／医法）順真会　メイプル病院／医法社）　やんべ皮膚科クリニック／学法）北海道ルーテル学園札幌ルーテル幼稚園／学法）天使学
園　天使大学／学法）北海道キリスト教学園　ひばりが丘明星幼稚園／学法）藤学園　藤幼稚園／学法）札幌ルター学園　めばえ幼稚園／札
幌第一興産㈱／一二三北路㈱／北栄保険サービス㈱／和光技研㈱／ワコオ工業㈱／㈱クリーンコーポレーション／㈱セイコーマート／㈱拓
研／㈱フロンティア技研／㈱ほくていホールディングス／㈱北海道アルバイト情報社／日本キリスト教会　小樽シオン教会／日本キリスト教
会　北広島山手教会／日本キリスト教会　札幌琴似教会／（宗）日本キリスト教会　札幌北一条教会／日本キリスト教会　札幌桑園教会／日
本キリスト教会　札幌豊平教会／日本キリスト教会　札幌白石教会／日本キリスト教会　森林公園教会／日本キリスト教会　札幌発寒教会
／日本キリスト教団　麻生教会　有志一同／日本キリスト教団　琴似中央通教会　婦人会／日本キリスト教団　札幌教会／日本キリスト教団　
野幌教会／日本キリスト教団　函館教会／日本キリスト教団　真駒内教会／公益社団）　札幌中法人会／財）札幌市職員福利厚生会　有志
一同／観音寺／久遠寺／真宗興正派　昭念寺／信證寺／東照寺／北大寺

個人からのご寄付

ア行  相場幸子　青木淳子　青柳雅子　上利迪恵　秋本英彦　明田川洪志　浅野知里　医）明日佳 但野千鶴子　医）明日佳 札幌健診セン
ター 丸尾聖爾　東ミツヱ　安達亮介　雨宮大朔　荒木一洋　荒木哲彦　荒ひろみ　安藤育子　居上英二　池田明穂　池田達夫　池田達
子　池田輝明　池本真美　石川美和子　石橋千里　石見誠嗣　石本博士　泉真知子　磯野岳臣　板垣総子　伊藤孝子　伊東仁　井上
敬一　入谷信昭　岩﨑恵美子　岩本勝彦　上田みちよ　上田稔　植松誠　氏家久仁子　内海洋子　梅田容子　遠藤知恵子　遠藤優　大
久保美枝子　大蔵精蔵　大澤芙美子　大塚正子　大村茂夫　岡田恵美子　尾形照夫　岡田寿　岡田浥子　岡林律子　岡本雄一　奥岡あ
けみ　奥野知子　尾崎允英　尾崎邦嗣　尾嵜弘子　小田島一典　小田嶋政子　小谷和雄・由子　小野寺裕子　小原幸子　小山田昭子　
カ行  角尾大和　角田今日子　笠原武・勝子　片平美智子　勝野恒巳　桂信雄　加藤龍子　上遠野克　金子千恵　金子禎子　狩野廣　

可部谷宏二　上河潤子　神埜文典　河合淑子　川上貞子　川口宗美・夏代子　川尻榮子　川原悦子　川原康子　川守田京子　神田和子　
菊池園子　菊地千鶴子　菊池博子　木島知子　北川誠一　北谷洋文　木太陽子　木藤忍　口田訓子　国島やよい　國本京子　熊谷トキ　
黒川輝世　黒島芳江　黒部和江　小泉アヤ　河野ユウ子　古賀清敬　小佐部房子　越野宣之　小島育子　ごとうたかお　後藤道　後藤
美子　古野間計久　駒野ひかり　駒村勝善　小屋たよ子　是永道子　今野道子　今野渉　 サ行  斎藤テエ　西東敏雄　斉藤智子　斎藤
雪子　酒井尚樹　坂井肇　酒井玲子　坂田英樹　坂本佳津江　坂元由美　佐川節子　桜間秀夫　佐々木克彦・敏江　佐々木教子　佐々
木春代　佐々木喜四　佐々木洋子　笹崎雅江　流石和子　佐藤順子　佐藤保　佐藤時弘　佐藤芳枝　寒川ナミヱ　澤田道子　塩田越波　
設楽雅代　品川久美子　島田宏子　島津宏興　清水京子　下平尾文子　新谷純鋪　杉原律子　杉村徹　杉本治樹　鈴木新一　鈴木眞
一　鈴木直子　須田明夫　瀬戸武　﨤町賢治・恵美子　 タ行  大聖憲俊　平博　髙木きよみ　髙田浩子　髙橋清美　髙橋賢治　髙橋文
子　髙橋禮子　髙原久美子　高平暿弘　高谷昌子　武田征勝　竹谷宏一　田坂伸子　田島安都子　田島菊雄　田代理枝子　田瀬良子　
多田英子　蓼沼豊　舘美武弘　田中文宏　田辺藤之助　谷暎子　谷口満江　多筥佳杖子　玉田幸子　玉田弘美　辻田恭子　対馬悦男　
恒川昌美　出口寿美枝　出村政治　東海林義孝　遠山貞子　土岐郁子　富原薫　戸谷洋子　 ナ行  内藤恵輔・恵美子　内藤ヒサ子　永
井和夫　長井茂子　長尾新　中川洋子　永田京子　中田茂子　中田春子　中西章子　中野淑文　中平桂子　中村昭子　那須泰　鍋島あ
けみ　成田セツ子　南條道子　新川琳子　西田あさ子　西田美代子　野原茂・裕紀子　野村玲子　 ハ行  橋本武　橋本敏明　長谷川耕
司　幡江美智子　波多野和子　畠信子　服部栄　濱田雅英　姫野信子　平泉美智子　平野育子　平野博昭　平原紀子　平原邦幸　廣
瀬敏一　吹矢千代子　福島直樹　藤原芳信　古田勝栄　古永真理子　星野恭亮　堀雄一　堀井敏子　幌村司　本田享子　本間フジ　
マ行  前田典子　前田博子　増田悦子　松岡方子　松尾宏子　松川知　松原シオリ　松平英明　松藤聖子　松本妙子　松本篤二　間宮
和代　三浦敏明　三浦直也　水野さつき　道上隆敏　光崎明生　南嘉與子　南千晶　南槇子　峯山キミ子　宮崎京子　宮本吉連　向井
隆　村木正隆　森公代　森熊治郎・眞琴　森下トミ　森林耕二　師尾政子　門馬冨士子　ヤ行  保田桂子　八幡敬一　山下路子　山下よ
志江　山田通代　山田玲子　大和谷正人・房枝　山中克哉　山中貴義　山本二枝　湯浅志真　横山由紀子　横山末雄　吉江昌彦　吉川
陽子　吉田京子　吉田孝男　吉田陸雄　吉田桃代　吉田洋子　吉野淳一　吉野ちえみ　吉峰洋子　吉見溶子　義村小夜子　吉山八郎　
ワ行  若狭進　匿名：7

「夕べがあり　朝があった」
たくさんの真心に支えられての35周年の足跡。そして今刻む、新しい一歩。
手と手を取り合って、輝ける明日へと。

And there was evening, and there was morning.（旧約聖書・創世記1：5）
撮影：M.S
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